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社会教育主事養成の変遷101

をもつように努めること。
②戦前の社会教育がもっていた動員的な色彩を,どう切り替えていくか，
という問題。これからの社会教育は，相互教育，自己教育としての性格
をはっきりさせねばならない。

③これからは，日常生活の中に文化環境を整備することが大切だ。物が
ないときではあるが，やはり施設を整えないと，社会教育は絶えず，個
人の偶発的な事情に左右されやすいことになる。立派なリーダーはもと
より必要だが,安定した社会教育のためには,常住的な文化環境が必要だ。

④社会教育は,日常生活,実際生活の中にあるロジックを踏まえていく。
実際生活に即する教養，それが社会教育の出発点であると同時に，目標
でもある。

⑤社会教育は日常生活の全体を支える，レベルの違う地下水の役割を果
たすべきではないか。住民の福祉とか生活の安定とか，そういうことを
究極の目的として，そこにどう教育的なアプローチをするかということ
ではないか。

そして，「戦後の社会教育行政の基本は，法第３条にあるのではないか｣，
と言っている。行政の対象はすべての国民であり，社会教育は国民の「自発
性，自主性を基礎とする｣。「戦前のような『強化（教化であろう。筆者)，動
員』ではない｣。また，「日常生活の中にある要請に基づいて，国民自らが努
める」ものであり，「むき出しの教育的な意図はやはり避けるべき」で醸成す
るものだ。「『環境の醸成』を目標とするというのは,行政のリミットを示す
もの」といっている。そして，「社会教育は，インフォーマルな広い範囲のの
びのびしたもの｡行政が触るのは,そのうちシステマッチックなところだけ，
と強調したものでしょう。官の社会教育をつくろうなんて根性は，夢にもな
かった。むしろ，官の社会教育からいかに脱却するかというのが明確な意識
だったと思います｡」と言っている。('）
このように，法制定時には，社会教育と社会教育行政が明確に区別されて

考られていたことが分かる。
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２社会教育主事の役割と講習内容の変遷

(l )社会教育主事の法定
戦後，社会教育主事は，昭和22年６月の地方自治法施行規程の一部改正に
より，「第18条地方自治法に特別の定めのあるものを除く外,都道府県に左
の職員を置く。……八社会教育主事」と規定された。翌年８月，教育委員
会法施行令が制定され，第16条第１項で，都道府県教育委員会の事務局に置
かれる職の一つとして社会教育主事が定められ，同条４項で「社会教育主事
は，上司の命を受け，社会教育に関する視察指導その他の事務を掌る」とさ
れた。
昭和24年に制定された社会教育法では，社会教育主事については規定して
いなかった。そのため，「社会教育法第５条及び第６条に規定する市町村及び
都道府県の社会教育行政の任務は何といっても社会教育に関する専門職員に
よって担当されなければならないにもかかわらず，法は社会教育主事につい
て何ら規定せず，また他の法体系における措置も十分でない｣，指導主事に比
べて｢社会教育主事は,伝統のある職なのに,見劣りがするというわけです。
教育委員会法でも，社会教育主事はその他の職員の中に埋没してしまってい
る。これでは，どうも位取りが悪い，ぜひとも社会教育主事も教育公務員特
例法の中に入れて，その適用を受ける，専門性をもつ立派な職としたい，と
いうことになったのです｡そこで,社会教育法を手直しして,社会教育主事は，
こういう資格がなければなれないと法定する。それほど特別の存在理由を主張
するポストだから，教育公務員特例法にも書く，とこうなったのです｡」(2)
社会教育法の成立後２年，昭和26年６月に社会教育法の一部を改正する法

律」が施行された。これにより，社会教育主事は，都道府県教育委員会事務
局に置かれることとなり（市町村教育委員会は任意設置)，その職務は「社会
教育を行う者に専門的技術的な助言と指導を与える。ただし，命令及び監督
をしてはならない」こととされた。また，社会教育主事の資格，講習等につ
いて規定された。なお，このとき「教育公務員特例法の一部を改正する法律」
があわせて施行され，「専門的教育職員」として規定された。
なお,｢社会教育を行う者｣,｢専門的技術的な指導助言｣の解釈については，
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議論されてきた経過があるが，「社会教育を行う者」は，一般的には公民館，
図書館，博物館等の社会教育施設の職員や青少年団体，婦人会,PTA等社
会教育関係団体の指導者などが考えられ，また，「専門的技術的な指導助言」
は,団体の経営(会則のつくり方,予算のつくり方,事業計画の立て方など)，
グループワーク，討議法，視聴覚教材の利用法，講座・討論会・講習会・展
示会・その他集会の企画運営，施設経営等が考えられていたといえよう。
社会教育法改正とほぼ同じ時期に社会教育主事講習等規程（昭和26年文部
省令第l2号)(以下，講習等規程という。）が定められた。従って，この時期
の社会教育主事に求められる資質・能力は，社会教育行政職員としての基礎
的な資質・能力と上記のような社会教育に関する専門的技術的な指導助言に
必要な資質・能力といえる。
このとき講習等規程において定められた修得すべき科目は,次の通りである。

第１表社会教育主事講習の科目

必修としてIO科目･12単位が，選択科目として科目のなかからｌ科目以上

(必修） (選択）
社会教育概説
社会教育史
教育社会学
教育心理学
社会教育方法論（社会教育
施設論及び社会教育評価論
を含む）
社会教育行政及び社会教育
財政
社会教育と政治・経済
社会教育と科学・道徳・宗
教・芸術
職業教育及び職業指導
体育及びレクリエーション

l単位
l単位
l単位
l単位
2単位

2単位

l単位
l単位

l単位
l単位

成人指導
青少年指導
視聴覚教育
通信教育及び学校開放
公民館
職業教育及び職業指導
体育及びレクリエーション

左の科目から
l科目以上

それぞれ３単
位以上
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110特集新しい時代の生涯学習支援者論

第６表社会教育主事講習の教育内容

子琶の恵莪
音の特性と学習の継続発展
学習と家庭教育
学習と学校教育
学習と社会教育
学習社会における各教育機能相互０
学習社会の学習システム
学習関連施策の動向
攻育の意義
攻育と社会教育行政
攻育の内容
攻育の方法・形態
攻育指導者
攻育施設の概要
胄報提供と学習相談の意義等

匡
厘
瞳
廐
睡
温
陛
厘
睡
廐
ほ
ほ
煙
△
室
△
室
△
室
△
五
△
蚕
△

生会と社会教育
改育調査とデータの活斥
攻育事業計画
攻育の対象の理解と組綱
胄報の収集整理と提供の
：目談の方法
改育の広報・広聴
攻育施設の経営
效音の評価等

生会と社会教育
改育調査とデータの活斥
攻育事業計画
攻育の対象の理解と組綱
胄報の収集整理と提供の
：目談の方法
改育の広報・広聴
攻育施設の経営
效音の評価等

竺
乙
公

竺
乙
公

二
躯
三
△
酉
公

二
躯
三
△
酉
公

陦
鑑
耗

型
古
司
冑
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